
PTU の味 

学習目標：ある味を感じる人と感じない人がいることを知る（一つの遺伝的特徴） 

本コンテンツでは「遺伝的特徴」の一つである味覚を確認する。PTU 液が浸み込んだろ紙を舐め
て、味がする、味がしない、といった自分の特徴を確かめる。 

資料１ シナリオ（小学校高学年用） 
・低学年に実施する場合は、学習支援者が必要
・幼児で実施する場合は、PTU（プロピルチオウラシル）を浸み込ませていない濾紙を準備
し、実験方法の練習と味の比較するなどの工夫をしている。

・中学生以上では、その他のコンテンツと組み合わせ、PTU の味の一部を遺伝学習の導入
として用いることもできる

資料２ 学習配布資料（例） 

資料３ 準備物品 

＊本コンテンツは、ワシントン大学の遺伝教育プログラム等を翻訳し、日本の文化や子どもたちの興味
を考慮して改変したプログラムです。別で紹介する「特徴探し」、「遺伝の木」、「特徴ゲーム」、「パス
タ遺伝学」、「つまようじの魚」のコンテンツと組み合わせて、ワークショップを構成することもでき
ます。 http://www2.am.nagasaki-u.ac.jp/genetic/pdf/gep.pdf

シナリオを希望する方は制作者に連絡してください。

http://www2.am.nagasaki-u.ac.jp/genetic/pdf/gep.pdf
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